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建
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
を
極
力
削
減

　

あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
Z
E
B
と

い
う
言
葉
。
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
ビ
ル
の
略
称
で
、
快
適
な
室
内

環
境
の
実
現
と
、
建
物
の
年
間
消
費

※
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
収
支
ゼ
ロ
を
目

指
し
た
建
物
の
こ
と
で
、
公
共
図
書
館

で
は
全
国
で
3
番
目
だ
そ
う
で
す
。
多

摩
市
中
央
図
書
館
が
認
証
を
受
け
た

Z
E
B 

R
e
a
d
y
は
、
4
段
階
あ

る
Z
E
B
の
ひ
と
つ
で
、
消
費
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
50
％
以
上
が
省
エ
ネ
や
創
エ
ネ

で
ま
か
な
わ
れ
る
も
の
（
中
央
図
書
館

は
太
陽
光
パ
ネ
ル
に
よ
る
創
エ
ネ
も
加

算
す
る
と
60
％
の
削
減
率
）。
効
率
い

い
省
エ
ネ
機
器
の
導
入
は
今
や
当
た
り

前
で
す
が
、
自
然
の
採
光
や
、
ひ
さ
し

に
よ
る
日
射
の
制
御
、
屋
根
や
外
壁
の

高
断
熱
化
や
高
断
熱
遮
熱
型
の
二
重

窓
な
ど
設
計
段
階
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
わ
ず
に
寒
暖
の
影
響
を
抑
え
る
工

夫
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
最
も
影
響
が
大

き
い
の
は
、
中
央
公
園
端
の
斜
面
際
に

建
て
た
か
ら
こ
そ
の
半
地
下
化
に
よ
る

室
温
の
安
定
で
す
。
環
境
部
か
ら
の
提

案
も
受
け
止
め
た
、
こ
れ
ら
自
然
と
地

形
を
味
方
に
つ
け
た
工
夫
を
、
ぜ
ひ
市

庁
舎
建
設
に
も
活
か
し
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。
今
後
3
年
間
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
の
履
歴
を
分
析
、
検
証
を
行
い
、
こ

の
建
物
固
有
の
最
適
な

設
定
値
を
見
極
め
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

市
民
に
ア
ピ
ー
ル

～
見
え
る
ビ
ジ
ョ
ン

　

さ
て
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
世
界

的
な
気
候
変
動
に
対
し
、
足
元
か
ら

で
き
る
こ
と
は
何
か
。
今
年
3
月
、
多

摩
市
は
「
多
摩
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

2
0
3
0
年
ま
で
に
、
今
か
ら
10
年
前

と
比
べ
て
C
O
2
排
出
量
を
半
分
に
す

る
た
め
の
市
民
、
事
業
者
、
行
政
共

通
の
道
筋
で
す
。
た
だ
、
行
政
に
よ
る

「
計
画
」や「
ビ
ジ
ョ
ン
」は
、
市
民
か
ら

は
見
え
に
く
く
関
心
も
な
い
の
が
常
。

誰
も
が
利
用
す
る
中
央
図
書
館
が
自

然
と
地
形
を
生
か
し
た
環
境
配
慮
型
で

建
て
ら
れ
た
の
は
大
き
な
意
味
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
で

ま
ち
を
冷
や
す

　

環
境
基
本
法
制
定
か
ら
30
年
。
東

京
都
は
植
物
の
保
水
力
、C
O
2
吸
収
、

緑
陰
効
果
を
活
か
し
た
「
グ
リ
ー
ン
イ

ン
フ
ラ
」
導
入
に
力
を
入
れ
る
考
え
で

す
が
、
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
や
、

そ
れ
に
伴
う
猛
暑
、
集
中
豪
雨
は
既

に
人
間
の
力
だ
け
で
は
防
ぎ
よ
う
が

な
い
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
ま
す
。
特

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
わ
れ
た
東
京

は
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
、
つ
ま

り
「
ま
ち
を
冷
や
す
」
こ
と
が
喫
緊
の

課
題
で
す
。
現
在
、
改
定
が
進
め
ら

れ
て
い
る
「
多
摩
市
み
ど
り
と
環
境
基

本
計
画
」。
2
0
5
0
年
の
C
O
2

排

出
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
市
民
も
行
政
も

事
業
者
も
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
非
常

事
態
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
た
め
の

「
み
ん
な
の
計
画
」
に
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　
7
月
1
日
、
多
摩
市
中
央
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。「
知
に
よ
る
地
域
創
造
」
を
掲
げ
7
年

以
上
を
費
や
し
て
の
建
設
は
、
多
摩
市
に
と
っ
て
久
し
ぶ
り
の
大
型
施
設
建
設
で
す
。
オ
ー
プ
ン
初

日
に
は
約
2
万
人
が
訪
れ
た
そ
う
で
す
が
、
こ
の
建
物
が
多
摩
市
で
は
初
め
て
Z
E
B 

R
e
a
d
y

（
ゼ
ブ
・
レ
デ
ィ
ー
）の
認
証
を
受
け
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

「
中
央
図
書
館
」未
来
を
見
据
え
た
公
共
施
設

「生活者ネットワーク」は多摩市をはじめ都内34の自治体にあります。都・区・市議会議員40名が安心・共生・自治をめざし、それぞれの地域課題に取り組んでいます。

　

7
月
17
日
「
旧
統
一
教
会

は
N
O
！
多
摩
市
民
連
絡

会
」
主
催
の
前
川
喜
平
さ
ん

の
講
演
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
題
目
は
「
旧
統
一
教
会

と
日
本
の
政
治
」

　

会
場
の
ヴ
ィ
ー
タ
ホ
ー
ル

は
熱
気
に
あ
ふ
れ
、
満
席
。

市
民
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

　

前
川
さ
ん
の
お
話
は
多
岐

に
わ
た
り
、
政
治
の
裏
側
の

興
味
深
い
話
が
多
か
っ
た
で

す
が
、
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

前
川
さ
ん
が
１
９
９
７
年
文

化
庁
宗
務
課
長
と
し
て
旧
統

一
教
会
の
名
称
変
更
を
認
証

し
な
か
っ
た
が
、
２
０
１
５

年
に
「
世
界
平
和
統
一
家
庭

連
合
」
に
名
称
変
更
が
認
め

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
。
旧
統

一
教
会
の
政
治
へ
の
関
わ
り

の
一
端
が
わ
か
り
驚
き
で
し

た
。

　

旧
統
一
教
会
に
対
す
る
解

散
命
令
請
求
の
行
方
は
ど
う

な
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
身
近
に
旧
統
一
教
会
の

施
設
が
で
き
る
可
能
性
に
つ

い
て
、
こ
れ
か
ら
も
関
心
を

持
ち
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

連
光
寺
　
Ｎ
・
Ｓ

1 屋根の間からの採光
2 太陽光パネルが設
置された南側の屋根
3 日差しを計算したひさし
4 通り側から見ると4階
建。半地下ということが
わかる 

1

3

2

4

届
け

市
民
の
思
い

※
建
築
物
で
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
熱

量
換
算
し
た
も
の

Z
E
B（
ゼ
ブ 

N
e
t 

Z
e
r
o 

E
n
e
r
g
y 

B
u
i
l
d
i
n
g
）は

4
種
類
。
環
境
省
H
P
よ
り



次世代の参加が実践のキーワード
　温暖化現象を実感する酷暑が続く中で
改定作業が進む「みどりと環境基本計画」。
ここから 10 年の計画に何を盛り込むか、
多摩市環境部は市民参加の間口を広げて
います。
　2022 年 10 月には東京大学先端科学技
術研究センターの谷口信夫特任研究員の
講演後に市民ワークショップが開催され
ました。また11月には落合中、聖ヶ丘中、
永山高校、大妻多摩中学高校などの中高
生が参加してのワークショップを開催。
この流れは多摩市再生可能エネルギービ
ジョンにつながりました。
　一方、水とみどりの分野では市民団体

と意見交換し、「みどりと環境審議会」に
も分科会による議論をお願いしています。
　今年に入って立ち上げた「気候市民会
議」は5回が既に開催され、市に提言が渡
されました。
　一連の流れは多摩市の環境の基本計画
である「みどりと環境基本計画」に集約さ
れるということです。

　

改
選
後
初
め
て
の
一
般
質
問
は
、
選
挙
期
間
中

に
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
中
か
ら
特
に
関
心
の
高

か
っ
た
も
の
を
３
つ
選
び
ま
し
た
。

■
市
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
の
ポ
ー
ル
使
用
を

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
ポ
ー
ル
を
使
う
全
身

運
動
と
な
る
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
年

齢
問
わ
ず
推
奨
し
て
い
ま
す
が
、
健
康
推
進
課
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
ポ
ー
ル
の
使
用
が
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
推
進
員
と
呼
ば
れ

る
市
民
の
方
々
が
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
を
担
っ

て
い
る
た
め
、
安
全
へ
の
配
慮
が
理
由
で
し
た
。
今

後
は
、
推
進
委
員
さ
ん
も
専
門
家
か
ら
研
修
を
受
け

て
い
た
だ
く
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
が
、
市
民
に
対

し
、
理
由
を
丁
寧
に
説
明
す
る
姿
勢
が
必
要
で
す
。

■
多
摩
セ
ン
タ
ー
駅
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
閉
鎖
後

　

市
民
か
ら
宿
泊
施
設
と
し
て
残
し
て
ほ
し
い
と
の

要
望
は
多
い
が
、
民
間
事
業
者
に
対
し
、
施
設
の
用

途
を
市
か
ら
要
望
す
る
の
は
難
し
い
と
の
答
弁
で
し

た
。
都
市
計
画
上
は
高
度
制
限
の
指
定
が
な
い
商
業

地
域
で
す
。
市
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
京
王
電

鉄
と
の
関
係
を
大
切
に
し
つ
つ
、
多
く
の
市
民

が
期
待
と
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
市
か
ら

電
鉄
に
常
に
伝
え
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

■
旧
統
一
教
会
の
市
内
進
出
に
待
っ
た
！

　

団
体
は
７
月
３
日
、
建
物
の
解
体
工
事
を
始
め

ま
し
た
が
、
多
摩
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
今
も

市
民
と
連
携
し
署
名
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
市

内
の
土
地
購
入
は
、
多
摩
市
民
が
こ
の
問
題
を
自

分
事
と
捉
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
同
時
に
、
多
摩
市
か
ら
隣
の
市
に
出
て
い
っ
て

く
れ
れ
ば
そ
れ
で
解
決
と
い
う
問
題
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
霊
感
商
法
の
問
題
、
二
世
の
問
題
と
い
っ
た
、

人
権
侵
害
と
も
言
え
る
行
為
を
す
る
団
体
を
許
さ

な
い
決
意
で
、
法
に
則
り
団
体
に
対
し
毅
然
と
立
ち

向
か
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
般
質
問

で
は
私
以
外
に
も
、
各
交
渉
会
派
の
議
員
が
取
り

上
げ
ま
し
た
。
関
心
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
議
会
と

し
て
も
何
か
し
ら
の
行
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

多摩市気候非常事態宣言を具現化する、
みどりと環境基本計画の策定を

一つ一つの課題にも
市民の声を生かして

■
将
来
に
わ
た
っ
て
影
響
を
う
け
る
若
者
た
ち

　

多
摩
市
気
候
非
常
事
態
宣
言
を
出
し
て
か
ら
３

年
。
気
候
危
機
は
未
来
世
代
へ
の
影
響
が
大
き
い

と
、
世
界
で
若
者
た
ち
が
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し

て
い
ま
す
が
、
今
年
度
か
ら
環
境
部
が
開
催
し
て

い
る
気
候
市
民
会
議
に
先
立
つ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
も「
気
候
危
機
の
悪
影
響
を
受
け
る
の
は
自
分
た

ち
。
早
期
の
対
策
が
重
要
だ
と
わ
か
っ
て
ほ
し
い
」

と
中
高
生
世
代
か
ら
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
自

分
た
ち
だ
け
で
な
く
、
将
来
生
ま
れ
る
子
ど
も
た

ち
へ
の
責
任
を
感
じ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
声
を

受
け
止
め
、
責
任
あ
る
姿
勢
を
求
め
ま
し
た
。

■
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
は
環
境
を
学
び

守
る
市
民
の
拠
点
に

　

み
ど
り
、
環
境
、
生
物
多
様
性
ほ
か
環
境
に
関

す
る
計
画
は
、
法
に
基
づ
き
個
々
に
改
定
さ
れ
ま

す
が
、
本
市
で
は
気
候
非
常
事
態
宣
言
の
目
標
達

成
に
向
け
た
総
合
計
画
と
し
て
改
定
し
ま
す
。
市

は
全
庁
で
取
り
組
む
姿
勢
で
す
が
、
市
民
も
巻
き

込
ん
だ
取
り
組
み
に
す
る
に
は
拠
点
が
必
要
で

す
。
こ
れ
ま
で
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
は

都
市
緑
化
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
次
期
計
画
に
見

合
っ
た
機
能
が
必
要
だ
と
指
摘
し
た
と
こ
ろ
、

基
本
方
針
の
一
つ
に
み
ど
り
や
み
ず
、
い
き
も

の
の
情
報
集
積
、
情
報
活
用
の
場
と
し
て
の
活

用
を
盛
り
込
ん
だ
と
の
答
弁
で
し
た
。

■
気
候
市
民
会
議
の
総
意
を
反
映
す
る
計
画
に

　

気
候
市
民
会
議
で
は
多
摩
市
14
万
人
の
縮
図

と
な
る
よ
う
、
無
作
為
抽
出
さ
れ
た
市
民
が
気

候
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
議
論
し
て
き
ま
し

た
。
最
終
回
の
7
月
29
日
に
ま
と
め
ら
れ
た
提

言
は「
み
ど
り
と
環
境
基
本
計
画
」の
具
体
的
な

取
り
組
み
項
目
と
し
て
反
映
さ
れ
ま
す
。
市
民

と
共
に
つ
く
る
こ
の
計
画
が
、
み
ず
と
み
ど
り

と
い
き
も
の
と
豊
か
に
暮
ら
せ
る
多
摩
市
を
次

世
代
に
つ
な
い
で
い
け
る
も
の
に
し
て
ほ
し
い

で
す
。

市議会議員  岸田めぐみ市議会議員  岩崎みなこ
6月議会一般質問より 6月議会一般質問より

今年も開催！ 第 32 回多摩市平和展  ～すべてのいのちに平和な地球を～
●会期：8 月20日（日）～ 27日（日）10時～ 18時
●会場：パルテノン多摩（入場無料）

■オープニングイベントは安田菜津紀さん（認定 NPO 法人 Dialogue for People 副代
表／フォトジャーナリスト）による講演会です。

『紛争地に生きる子どもたちの「声」～次世代に手渡していきたい社会の形とは』
●日時：8 月20日（日）14：00 ～ 15：30（13：30開場）
●会場：パルテノン多摩小ホール
内容：安田菜津紀さん自らが取材した紛争地の状況や自身の活動を通し、これからど
のような未来を選んでいくのかを考えます（事前の申し込みが必要です）。
市民ギャラリーでは安田菜津紀写真展「The Voice of Life 死と、生と」も同
時開催しています。

infomation

　「旧統一教会は No! 多摩市民連
絡会」による「旧統一教会の多摩市
進出に関する要望書」の署名第二
次集約分 43805筆分（7 月24日現
在）が多摩市長に提出されました。
　市も団体に対し、国の解散命令
が出ないと決まるまでは解体、建
設を行わないよう申し入れたり、
国や都には対応を求め、都知事も
協力姿勢です。隣接する国士舘大
学も計画の中止と撤回を申し入れ、7 月
末には東京都 26 市の市長会も都知事に
緊急要望書を提出。連携が拡がっていま
す。オンライン署名にご協力ください。

詳細はたま広報7 月20日号　又はHPで

今年もお目見え、草刈りヤギさん
　多摩センター駅前中央第3駐車場
法
のりめん

面にとんがり屋根が3つ見えます。
これがヤギの家。この連日の炎天下
でも一生懸命草を食

は

んでくれます。
　おかげで甲高い草刈り機の音のか
わり「うめえ～うめえ～」と鳴くヤギ
さ ん の 声 に、 
暑 さ に い ら
だっている気
持ちが和らぎ
ます。

安田さんの撮った写真が
掲載されたポスターが市
内に貼られている

5回開催された「多摩市気候市民会議」

遊説と署名のお願いをする岩
崎みなこと岸田めぐみ

オンライン署名 賛同人登録


